
● 車下」駅沢井軽「線幹新北陸RJ
または、乗継ぎ　しなの鉄道「中
軽井沢駅」下車で 3km

　※夏期は両駅より路線バス運行

● 上信越自動車道「碓氷・軽井沢
IC」より 12km　軽井沢バイパス
18 号「鳥井原」交差点（歩道橋）
より杉爪方面へ 1.5km

●駐車場　40台収容

入場料 大人：800円　 大学・高校生：600円　 中学・小学生：400円
（団体割引、身障者割引あり）

サマーコンサート ① 近藤和花  ピアノコンサート（第11回）
② ボサノバ／サパトス（木村 純・三四郎）（第15回）
③ アンサンブル・モンソロ　Ensemble　MONSOLO
　  本田早美花（V）・エマニュエル・クリスチャン（P）
④ 寺田悦子・渡辺規久雄/四手連弾ピアノコンサート 
⑤ ヴァイオリン、チェロ、ピアノのトリオ室内楽
        ボーマン・ベアンテ(C)、矢崎さくら（P）イスラエリヤン・カレン（V）
⑥ 一噌幸弘　和の笛・洋の笛　音楽の旅（第7回）
　  一噌幸弘（能管・篠笛他）/高木潤一（ギター）/勝海登（シテ方）/吉見征樹（タブラ）
    ①⑤ 開場 17:00　開演 17:30　　②④開場 18:00　開演 18:30　
    ③⑥ 開場 16:30　開演 17:00

　 入場料：3,000円（中学生以下 1,500円、幼児無料）
　②は先着30人（1,800円）でビュッフェあり、要予約
　④ ビュッフェ込みで大人6,000円、子供3,000円、コンサートのみは大人4,000円、子供2,000円　

　④⑤⑥ 軽井沢ペット福祉協会のチャリティーコンサートとして、収益の一部を協会に寄附します。
※コンサート開催日のみ、美術館は16:00に閉館致します。

☆ カフェテラス Cafe Le Vent 、ミュージアムショップ Le Vent は常時ご利用いただけます。 

割引券 このチラシ持参の方は４名様まで 100 円割引きいたします。

8月  5日（日）
8月11日（土）
8月12日（日）

8月25日（土）
9月  1日（土）

9月  8日（土）

軽井沢の庭に集う9人の姉弟  　　　　　　　  1970年

五反田自邸のテラスに並ぶ西村一家 　　　　   1933年

7月 7日（土）八知の会《八知先生を偲ぶ会》

〈2018 年度　ルヴァン美術館　Summer Concert・イベント〉

 
☆「アトリエ　ルヴァン」の開設
各種ワークショップ（陶芸・織物・絵画・フラワーアレンジメント・木工他）・講演会・展示（貸し画廊）
スペースとして活用していきますので、どうぞご利用下さい。詳細はホームページをご覧ください。

発地市庭

春のアートフェスティバル 10:00～17:00   入場無料  4月29日（日）～5月6日（日）子どもたちの作品展示 

ローズフェスティバル 6月16日（土）～7月1日（日）10:00～17:00「バラとお茶の会」

木工教室 10 :00～16 :00  8月11日（日）～15日（水）講師：永島秀之　1,000 円

トークショー 14 :00～    8月 4日（土） 「軽井沢の思い出」クワ・西村・バル、羽仁進、ヘンリー玉置

7月29日（日）フラワーアレンジメント 10:00～16:00講師：捧泉　美　1,000 円

秋のアートフェスティバル
トールペイント体験教室　講師：中嶋祐子  1,000円　 

10月7日（日）スケッチ大会 10:00～17:00 
10:00～16:00 

西村伊作は大正デモクラシー期を代表する文化人の一人です。
彼は大石誠之助と日本人の生活近代化に取り組み、生活の改善や教育・住宅
の改革を説き、当時の人々から熱い支持を集めました。伊作の叔父の大石誠
之助は明治末期の大逆事件で処刑された医師で、本年、故郷の新宮市の名誉
市民となり注目されました。
伊作には 9人の子供がいます。長女アヤが中学にあがるのを期に、彼女の通
うのにふさわしい学校が必要と考え、1920 年夏に与謝野鉄幹・晶子夫妻らと
軽井沢、沓掛で相談し、翌年東京駿河台に文化学院を創立し、自由で伸び伸
びとした教育を実践しました。
留学が珍しい戦前は、今とは困難の度合いが全く違う状況でしたが、子供たち
は、伊作の勧めもあり、独自の考えで海外に向かったのでした。
一方で、軽井沢は西村家にとって特別な意味を持っています。伊作が文化学
院の設立を決めたのは軽井沢であり、1920年代には軽井沢に住み始め、1930
年に土地を購入し、家族の為にコテージをいくつも建てました。以降西村家

西村兄妹

にとって軽井沢の家は、現在も海外に散らばる家族をも含め、一族の集いの場所となっています。そんな家族の歴史、子供たちの生き方を
当時の貴重な写真、絵画などで紹介します。同時に、新宮での初期の伊作の絵画を展示致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルヴァン美術館

西村伊作とその子供たち　軽井沢での暮らし

アヤ（長女）1908-1988 12 歳で『ピノチヨ』出版。1928 年、米国に留学。帰国後、文化学院の教壇に
   立つ。英語科科長。伊作没後、文化学院校長。
久二（長男）1910-1991 軽井沢で描いた「ヴェランダ」が二科展入選。1928 年米国、1937 年パリ留
   学で建築を学ぶ。文化学院に建築科設立。文化学院理事長。
ユリ（次女）1912-2007 1936 年パリに留学、レジエのアトリエに通う。帰国後、文化学院デザイン科、
   芸術科、アート＆クラフト科設立し科長となる。米国で織物を学び織物制作 
   に励み、織物の作品展多数開催。
ヨネ（三女）1913-2008 1935 年、日米学生会議でニューヨークへ。後にパリへ留学。帰国後、文化学
   院でフランス語を教える。スウェーデン人と結婚。離婚後、ニューヨークに
   移住しハイスクールの教師を長年務める。
永吾（次男）1915-2010 ラバブルブラジャ -入社後、西村山林の社長。
ソノ（四女）1918  1939 年、チェコのプラハに外交官の娘の家庭教師として出発。途中大戦が
   勃発。戦火の中ウイーン、スイスで美術を学び 7年後に無事帰国。
   1949 年渡米、米国人と結婚。米国在住。100 歳を迎えた。
ナナ（五女）1920-1982 戦時中は軽井沢に疎開。1948 年、フロリダの大学へ留学。オランダ人と結
   婚しラバブルブラジャーの日本支店設立。アメリカ、モントレーに移住。
八知（三男）1922-2012 芸大卒業後、文化学院日曜美術科創立。1953 年、ヨーロッパに留学、各地
   を巡る。帰国後、美術科、日曜美術科の科長。アヤの後、校長に就任。（～ 2007）
クワ（六女）1927  文化学院文科卒業後、1949 年フロリダ、ニューヨークへ留学。ヨーロッパ
   廻りで帰国後、ISSに勤務。ベルギー外交官と結婚し、世界各地に住む。（ドイツ、
   米国、スイス、ペルー、デンマーク）91 歳


